
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　

フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　

ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

◆
県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

公
開
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

　

農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
取
り

組
み
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
『
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
公

開
デ
ー
２
０
２
２
』
に
30
周
年

記
念
展
示
を
加
え
た
、
公
開
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
詳
細

は
高
知
県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

H
P
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】
高
知
県
民

【
日
時
】
１
月
15
日
（
土
）

10
時
～
16
時

【
場
所
】
高
知
県
農
業
技
術
セ

ン
タ
ー
（
高
知
県
南
国
市
廿
枝

１
１
０
０
）

【
料
金
】
無
料

【
内
容
】
研
究
紹
介
、
見
学
ツ

ア
ー(

要
予
約)

、
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室(

要
予
約
）
、

顕
微
鏡
観
察
、
土
の
診
断
、
野

菜
・
果
物
の
甘
さ
診
断
、
ド
ロ

ー
ン
操
縦
体
験
、
農
業
用
機
械

の
展
示
、
農
業
大
学
校
の
学
生

が
丹
精
込
め
て
育
て
た
野
菜
の

直
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど

【
申
込
方
法
】
電
話

【
申
込
期
限
】

◆
見
学
ツ
ア
ー
お
よ
び
フ
ラ
ワ

ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

12
月
24
日
ま
で(

土
日
を
除
く
、

平
日
の
８
時
30
分
～
17
時
15
分)

◆
ド
ロ
ー
ン
操
縦
体
験

当
日
受
付
（
総
合
案
内
所
で
）

※

バ
ッ
テ
リ
ー
の
持
続
時
間
に
限
り

が
あ
る
た
め
、
参
加
者
多
数
の
場
合

は
操
作
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

雨
天
・
強
風
の
場
合
に
は
中
止
。

【
注
意
事
項
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、

マ
ス
ク
を
着
用
し
、
携
帯
電
話

を
お
持
ち
の
方
は
、
『
Ｃ
Ｏ
Ｃ

Ｏ
Ａ
』
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
先
】

高
知
県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
研

究
企
画
課

☎
０
８
８
・
８
６
３
・
４
９
１
２

０
８
８
・
８
６
３
・

４
９
１
３

た
だ
い
ま

No.１７５

に
来
た
ら
試
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
タ
イ
の
料
理
で
私
が
一
番

好
き
な
の
は
、
タ
イ
式
エ
ビ
チ

リ
ソ
ー
ス
（S

tir fried
 sh

rim
p
s 

w
ith

 
salted

 
eg

g
 
sau

ce 

）
で

す
。
お
店
に
よ
っ
て
辛
い
の
も

あ
り
ま
す
が
、
基
本
は
辛
く
な

い
料
理
で
す
。
よ
く
メ
ニ
ュ
ー

に
載
っ
て
い
る
の
は
『
た
こ
』

を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
『
え

び
』
で
作
っ
て
く
れ
る
お
店
も

結
構
あ
り
ま
す
。
好
き
な
方
を

頼
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
タ
イ

の
お
菓
子
な
ら
『
ブ
ア
ロ
イ

(B
u
a
lo

y
)

』
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
コ
コ
ナ
ッ
ツ
ミ
ル
ク
が
メ

イ
ン
の
お
菓
子
で
す
。
ブ
ア
ロ

イ
は
色
々
な
食
材
を
入
れ
て
楽

し
め
る
タ
イ
の
お
菓
子
で
す
。

『
卵
』
と
か
『
い
も
』
と
か
を

入
れ
て
も
美
味
し
い
で
す
。
私

は
何
に
も
入
れ
な
い
で
ブ
ア
ロ

イ
だ
け
を
食
べ
る
の
も
あ
り
と

思
い
ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
是

非
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

早
く
香
美
市
の
皆
さ
ん
に
お

会
い
し
た
い
で
す
。

　

初
め
ま
し
て
皆
さ
ん
。
私
の

名
前
はL

ap
p
ayan

an
t 

S
am

ita 

で
す
。

　

私
は
、
今
年
の
４
月
に
高
知

工
科
大
学
の
大
学
院
に
入
学
し

ま
し
た
。
今
は
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
ま
だ
高
知
に
は
行
け
て
い
ま

せ
ん
が
、
高
知
工
科
大
学
で
学

ぶ
こ
と
が
出
来
て
と
て
も
嬉
し

い
で
す
。
高
知
に
行
け
る
日
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

タ
イ
は
旅
行
の
国
と
し
て
有

名
な
国
で
す
。
食
事
を
楽
し
む

旅
行
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

特
に
タ
イ
の
料
理
は
色
々
な
味

を
楽
し
め
る
料
理
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
コ
コ
ナ
ッ
ツ
ミ
ル
ク

を
扱
う
料
理
が
多
い
印
象
で
す

が
、
そ
う
で
も
な
い
美
味
し
い

料
理
も
沢
山
あ
り
ま
す
。
シ
ー

フ
ー
ド
料
理
も
、
日
本
が
扱
う

魚
と
は
別
の
種
類
で
差
が
あ
る

は
ず
で
す
。
よ
く
使
わ
れ
る
お

魚
は
ス
ナ
ッ
パ
ー
で
す
。
タ
イ

ラ
パ
ヤ
ー
ナ
ン　

サ
ミ
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

タ
イ
／
バ
ン
コ
ク

３０Kami３１ Kami

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

ひ
め

く
ん

コ
ち
ゃ
ん

今月満１～３歳の誕生日を迎え

お子さんを紹介します。

おたんじょうび
おめでとう

掲載を希望される方を募集中！

申し込みは誕生月の前月１日まで 。

      総務課   ☎５３－３１１２問

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

掲　

示　

板

　　
(山田高校マンガ部)

や
な
せ
た
か
し

Ｃゆ
ず
ぼ
う
や

ご応募をおまち

しています

◆
市
道
新
町
西
町
線
の
通

行
制
限
の
お
知
ら
せ

　

下
水
道
雨
水
管
の
工
事
に
伴

い
、
市
道
新
町
西
町
線
の
通
行

制
限
を
行
い
ま
す
。
道
路
を
横

断
す
る
作
業
が
必
要
と
な
る
た

め
、
一
部
区
間
で
全
面
通
行
止

め
と
な
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
工
事
看
板
お
よ
び
香
美
市

H
P
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

工
事
に
際
し
て
、
皆
さ
ん
に

は
大
変
ご
不
便
、
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
期
間
】

12
月
３
日
～
12
月
27
日(

予
定)

※

全
面
通
行
止
め
で
の
作
業
が
終
了

次
第
、
片
側
交
互
通
行
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

環
境
上
下
水
道
課

☎
53
・
１
０
８
６

◆
県
内
巡
回
型
「
不
動
産

に
関
す
る
無
料
相
談
」

　

高
知
県
宅
建
協
会
で
は
、
不

動
産
（
土
地
・
住
ま
い
）
に
関

す
る
問
題
等
に
つ
い
て
、
専
門

の
相
談
員
が
お
答
え
す
る
無
料

相
談
を
県
内
を
巡
回
す
る
形
で

行
っ
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
12
月
８
日
（
水
）

13
時
～
16
時

【
場
所
】
香
南
市
野
市
町
公
民

館
（
の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
）
２
F

【
問
い
合
わ
せ
先
】
公
益
社
団

法
人
高
知
県
宅
地
建
物
取
引
業

協
会

☎
０
８
８
・
８
２
３
・
２
０
０
１

ませんが、昔から岩次地区の産土神で、近世まで

は三躰妙見、妙見大明神と呼ばれていました。

②佐竹の星神社　

旧村社。佐竹地区は土佐山田町東部、香北町と接

する標高300ｍの丘陵地南斜面にあります。

③本村の星神社　

地区の産土神で、旧郷社。近世までは三躰妙見と

呼ばれていました。祭神の加賀脊男神は、星神と

して『日本書紀』に登場する香香背男のことを指

すと考えられます。

④宮ノ口の星神社

旧村社。祭神や勧請年月、由来は伝わっていませ

ん。地区の産土神で、三躰妙見聖権現と呼ばれて

いました。

⑤庄谷相の星神社　

祭神は不明。八幡宮（祭神応神天皇）を合祭した

神社です。

⑥根木屋の星神社

祭神は不明。野久保という集落にあります。

⑦神池の星神社

祭神は分かっていません。

ヤリ水という地区に位置

し、境内には重高神社

（祭神不詳）もあります。

（香美市生涯学習振興

課・小林）

　星神社は、全国に『星神社』『星宮神社』とい

う名前で存在しています。

　江戸時代までは三躰妙見または妙見大明神と呼

ばれていました。

　妙見大明神は妙見菩薩のことで、北極星を仏に

見立てた『星の仏さま』とされています。五穀豊

穣・一族繁栄・病気平癒・商売繁盛・学業成就な

ど、『諸願成就の仏様』として人々の信仰を集め

ました。このことを妙見信仰といいます。

　明治元年（１８６８）の神仏分離令により、『妙

見は星ノ神社と称えること』という名称変更のお

ふれがあり、それまで妙見菩薩を信仰していた場

所は星神社と名前を改めました。

【所在地】

土佐山田町内には４ヵ所、物部町内には３ヵ所あ

ります。

〈土佐山田〉 ①岩次、②佐竹、③本村、④宮ノ口

〈物　　部〉 ⑤庄谷相、⑥根木屋、⑦神池

①岩次の星神社　

祭神は天御中主命。勧請年月や由来は伝わってい

第３０回  星神社の由来について第３０回  星神社の由来について

ほしのかみ

か が ぜ お

みょうけんぼさつ

さんたいみょうけん みょうけんだいみょうじん

ひじりごんげん

あめのみなかぬしのみこと

▲岩次の星神社

工事箇所

商店街通り

JR土
讃線

国道195
号線

土佐山田
幼稚園

通行制限箇所

迂回路

１７２１７２
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